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今
一
年
目
は
、
今
秋
開
館
�0
周
年
を
迎
え
る

「
本
館
」
単
独
で
の
活
動
の
最
後
の
年
。
龍
馬

は
も
と
よ
り
、
記
念
館
の
運
営
に
つ
い
て
の
知

識
な
ど
も
皆
無
と
言
っ
て
い
い
中
で
、
い
ろ
い

ろ
な
取
材
や
講
演
の
依
頼
な
ど
が
あ
っ
て
、
大

い
に
困
惑
し
た
こ
と
が
記
憶
に
新
し
い
。
ま
た
、

年
度
末
の
高
知
城
歴
史
博
物
館
の
開
館
式
典
に

参
加
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
折
に
、
や
が
て
訪
れ

る
記
念
館
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
・
オ
ー
プ
ン
の
日

を
想
っ
て
、
さ
あ
ど
う
し
よ
う
、
上
手
く
い
く

だ
ろ
う
か
と
、
漠
然
と
し
た
焦
り
と
不
安
を
感

じ
た
も
の
で
あ
る
。

休
館
し
て
の
２
年
目
は
、
新
館
の
建
設
や
本

館
の
改
修
が
進
ん
で
い
く
の
を
横
目
に
、
お
隣

の
「
桂
浜
荘
」
に
事
務
室
を
置
か
せ
て
い
た
だ

い
て
、
再
ス
タ
ー
ト
に
向
け
た
準
備
を
進
め
た
が
、

県
下
の
文
化
施
設
の
多
く
が
幕
末
維
新
博
で
活

躍
す
る
中
で
の
出
番
無
し
で
何
と
な
く
寂
し
く

も
あ
り
、
ま
た
、
腰
が
落
ち
着
か
ず
。
一
方
で
、

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
・
オ
ー
プ
ン
前
の
広
報
の
機
会

を
ど
う
ぞ
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
か
、
講
演
や

寄
稿
の
依
頼
が
度
々
で
齷
齪
、
冷
や
汗
が
止
ま

ら
ず
。
こ
れ
ら
は
何
度
や
っ
て
も
苦
手
で
慣
れ

る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

そ
し
て
、
い
よ
い
よ
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
・
オ
ー

プ
ン
を
迎
え
た
３
年
目
。
盛
況
の
う
ち
に
、
７

月
に
は
平
成
３
年
の
開
館
か
ら
４
０
０
万
人
目

と
な
る
入
館
者
の
方
を
お
迎
え
し
、
９
月
に
は

入
館
者
が
�0
万
人
を
超
え
、
年
度
末
ま
で
に
は
、

久
々
の
�0
万
人
台
の
入
館
者
数
を
記
録
す
る
こ

と
が
で
き
た
。
２
年
目
と
な
っ
た
幕
末
維
新
博

の
メ
イ
ン
会
場
と
し
て
の
役
割
を
何
と
か
果
た

す
こ
と
が
で
き
て
一
安
心
と
い
っ
た
と
こ
ろ
。

た
だ
、
好
事
魔
多
し
の
譬
ど
お
り
か
（
？
）、
新

し
く
設
置
し
た
展
示
ケ
ー
ス
内
の
空
気
環
境
が

整
わ
な
か
っ
た
た
め
、
秋
に
予
定
し
て
い
た
重

要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
龍
馬
の
数
々
の

書
簡
な
ど
の
展
示
が
叶
わ
ず
、
本
格
的
な
博
物

館
へ
と
生
ま
れ
変
わ
っ
た
記
念
館
に
対
す
る
皆

様
の
期
待
を
裏
切
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
は
痛
恨

の
極
み
。
自
ら
の
経
験
不
足
と
不
勉
強
を
猛
省

す
る
日
々
が
続
い
た
。

５
月
に
「
令
和
」
の
時
代
を
迎
え
て
の
４
年
目
。

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
後
の
恒
例
と
な
っ
た
企
画
展
の

テ
ー
マ
に
沿
っ
た
第
一
線
の
研
究
者
の
方
々
を

お
招
き
し
て
の
講
演
、
そ
し
て
、
龍
馬
と
同
時

代
を
生
き
た
様
々
な
人
物
に
的
を
当
て
た
連
続

講
演
会
な
ど
を
順
調
に
こ
な
し
な
が
ら
展
示
環

境
の
改
善
に
取
り
組
み
、
�0
月
に
は
、
文
化
庁

や
京
都
国
立
博
物
館
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
い

た
だ
い
て
、
前
年
か
ら
の
宿
題
と
な
っ
て
い
た

重
要
文
化
財
の
数
々
を
展
示
す
る
特
別
展
を
開

催
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
の
こ
と
で
、
龍
馬

関
係
の
「
本
物
」
の
史
料
に
触
れ
て
い
た
だ
く

機
会
を
大
き
く
増
や
す
と
い
う
、
施
設
整
備
の

目
的
の
一
つ
を
ク
リ
ア
す
る
こ
と
と
な
り
、
勇

退
を
表
明
さ
れ
て
い
た
尾
﨑
前
知
事
を
お
迎
え

し
た
開
展
式
で
、
ホ
ッ
と
安
堵
の
息
を
吐
い
た

の
が
昨
日
の
こ
と
の
よ
う
に
思
い
出
さ
れ
る
。

こ
の
後
５
年
目
に
か
け
て
は
、
ご
承
知
の
よ

う
に
コ
ロ
ナ
禍
の
も
と
で
の
日
々
で
あ
る
。
休

館
や
入
館
制
限
な
ど
を
余
儀
な
く
さ
れ
な
が
ら
、

ま
た
、
入
館
者
が
激
減
す
る
状
況
で
は
あ
っ
た
が
、

「
柳
に
雪
折
れ
無
し
」
で
、
企
画
展
や
講
演
会
な

光
陰
矢
の
如
し
、

　

そ
し
て
心
機
一
転

ど
を
着
実
に
進
め
て
い
っ
た
職
員
の
努
力
を
評

価
し
た
い
。

さ
て
、
５
年
前
の
着
任
の
際
、
こ
の
誌
面
で

「
わ
が
な
す
こ
と
は
、わ
れ
さ
え
も
し
ら
ず

4

4

4

4

4

4

」、「
愚

直
に
前
へ
進
ん
で
い
く
こ
と
を
旨
と
し
て
」
な

ど
と
格
好
を
付
け
て
み
た
も
の
の
果
た
し
て
ど

う
で
あ
っ
た
か
、
甚
だ
心
許
な
い
。
そ
れ
に
し

て
も
、
こ
の
間
、
様
々
な
局
面
で
、
記
念
館
の

成
長
に
向
け
、
ご
指
導
・
ご
助
言
を
い
た
だ
い

た
全
国
各
地
の
龍
馬
会
や
研
究
者
の
皆
様
を
は

じ
め
と
す
る
龍
馬
を
介
し
た
数
多
の
方
々
と
の

出
会
い
は
、
私
に
と
っ
て
何
に
も
ま
し
て
得
難

い
財
産
で
あ
り
、
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
た
い
。

新
館
長
の
も
と
職
員
一
同
心
機
一
転
、「
龍
馬

の
殿
堂
」
た
ら
ん
こ
と
を
め
ざ
し
て
、
長
い
航

海
を
続
け
て
い
く
記
念
館
に
対
し
て
、
変
わ
ら

ぬ
エ
ー
ル
を
お
送
り
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し

て
、
筆
を
擱
く
こ
と
と
す
る
。

前
館
長
　
髙
松
清
之

退
任
に
当
た
り
、
月
並
み
で
は
あ
る
が
、
長
い
よ
う
で
あ
り
、

ま
た
、
目
睫
の
間
で
も
あ
っ
た
記
念
館
で
の
５
年
を
振
り
返
っ
て
み
た
。

初めて重要文化財を展示した特別展「維新十傑」展の開展式
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開
館
当
初
は
所
蔵
資
料
も
少
な
い
中
、
当

時
の
学
芸
担
当
者
の
努
力
と
工
夫
が
龍
馬
発

信
の
基
礎
を
作
っ
た
。「
龍
馬
の
手
紙
を
一
点

で
も
多
く
紹
介
す
る
。
各
地
の
所
蔵
者
の
ご

協
力
を
得
て
複
製
を
作
ろ
う
」
と
、
小
椋
克

己
・
初
代
館
長
時
代
か
ら
作
成
し
て
き
た
龍

馬
書
簡
の
複
製
も
�0
数
点
と
な
っ
た
。
複
製

と
い
っ
て
も
、
正
倉
院
文
書
の
複
製
と
同
様

の
伝
統
技
法
に
よ
る
も
の
で
、
真
物
と
遜
色

な
い
。
ま
た
寄
贈
寄
託
等
に
よ
っ
て
龍
馬
書

簡
の
真
物
も
７
点
と
な
り
、
当
館
で
は
現
存

す
る
龍
馬
書
簡
の
過
半
数
を
保
有
し
、
常
に

一
定
数
を
展
示
紹
介
し
て
い
る
。
そ
ん
な
書

簡
に
あ
る
龍
馬
の
言
葉
は
、
人
々
の
目
に
触

れ
心
へ
伝
わ
り
、
こ
れ
か
ら
も
未
来
へ
と
つ

な
が
っ
て
い
く
で
あ
ろ
う
。

�0
年
に
亘
り
、
当
館
で
は
坂
本
龍
馬
の
み

な
ら
ず
、
龍
馬
を
め
ぐ
る
人
々
や
幕
末
と
い

う
時
代
な
ど
へ
様
々
な
角
度
か
ら
ア
プ
ロ
ー

チ
し
て
き
た
。
近
年
学
芸
員
は
４
人
と
な
り
、

各
人
の
個
性
や
専
門
分
野
に
よ
っ
て
企
画
展

の
多
様
性
が
増
し
た
の
で
は
な
い
か
。
な
お

更
に
こ
れ
か
ら
も
充
実
し
発
展
さ
せ
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
が
、
龍
馬
と
共

に
進
ん
で
い
く
我
々
の
使
命
で
あ
る
か
ら
だ
。

さ
て
、
今
か
ら
１
５
０
年
前
の
明
治
４

（
１
８
７
１
）
年
、
朝
廷
の
意
向
で
坂
本
龍
馬

の
遺
跡
を
甥
の
髙
松
太
郎
（
の
ち
坂
本
直
）

が
相
続
し
た
。
直
亡
き
後
、
そ
の
息
子
・
直

衛
が
三
代
目
と
な
る
も
独
身
の
ま
ま
亡
く

な
っ
た
た
め
、
坂
本
龍
馬
家
は
�0
年
間
断
絶

す
る
。
そ
れ
を
昭
和
�6
（
１
９
４
１
）
年
、
太

郎
の
弟
で
龍
馬
の
実
家
を
継
い
だ
坂
本
直
寛

の
長
男ŋ

直
道
が
継
い
で
い
る
。
直
道
は
昭

和
２
（
１
９
２
７
）
年
か
ら
��
年
間
パ
リ
に
在

住
し
、
南
満
州
鉄
道
（
満
鉄
）
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
所

長
と
し
て
、
不
穏
な
状
況
下
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

と
日
本
の
関
係
改
善
に
尽
力
し
た
。

直
道
の
一
人
娘
で
龍
馬
家
五
代
目
の
寿

美
子
さ
ん
は
大
正
�0
（
１
９
２
１
）
年
生
ま

れ
。
今
年
１
月
、静
か
に
天
寿
を
全
う
さ
れ
た
。

寿
美
子
さ
ん
は
フ
ラ
ン
ス
仕
込
み
の
高
潔
な

女
性
で
、
直
道
・
万
寿
夫
妻
と
共
に
時
代
の

大
き
な
う
ね
り
を
見
て
き
た
。「
私
の
こ
と
？

こ
の
家
に
生
ま
れ
た
運
命
だ
わ
」「
龍
馬
が
い

た
ら
こ
ん
な
世
の
中
じ
ゃ
な
か
っ
た
は
ず
よ
」

と
い
う
の
が
口
癖
だ
っ
た
。１
０
０
年
を
生
き
、

貴
く
稀
有
な
存
在
で
あ
っ
た
。

そ
ん
な
�0
周
年
に
行
う
企
画
展
を
貫
く

テ
ー
マ
を
「
つ
な
ぐ
」
と
し
た
。
龍
馬
と
つ
な

が
る
時
間
や
空
間
、
人
々
を
資
料
を
通
じ
て

紹
介
し
て
い
く
。

第
�
回
「
海
援
隊
士
・
髙
松
太
郎
」
展
は
、

前
述
の
龍
馬
の
甥
で
龍
馬
家
を
継
い
だ
太
郎

に
つ
い
て
で
あ
る
。
次
に
掲
載
の
あ
る
担
当

学
芸
員
の
紹
介
文
に
詳
し
い
。

第
�
回
「
坂
本
龍
馬
記
念
館
の
軌
跡
―
出

会
い
の
奇
跡
を
た
ど
る
」
展
は
、
ま
さ
に
記

念
館
�0
年
の
軌
跡
で
あ
る
。
当
館
保
有
の
龍

馬
書
簡
�
点
や
龍
馬
佩
刀
を
は
じ
め
と
し
て

多
く
展
示
。
当
館
に
収
ま
る
そ
れ
ぞ
れ
の
資

料
に
あ
る
奇
跡
的
と
も
い
え
る
出
会
い
の
物

語
も
紹
介
す
る
。

年
度
後
半
は
、
第
�
部
と
第
�
部
で
構
成

す
る
特
別
展
「
龍
馬
と
北
の
大
地
」
展
で
あ
る
。

龍
馬
以
前
お
よ
び
龍
馬
が
生
き
た
時
代
の
蝦

夷
地
か
ら
、
明
治
�
（
１
８
６
９
）
年
に
北
海

道
と
な
っ
て
以
降
の
、
龍
馬
と
北
の
大
地
の

つ
な
が
り
を
、探
索
と
開
拓
を
中
心
に
考
え
る
。

第
�
部
「
蝦
夷
地
へ
の
ま
な
ざ
し
―
龍
馬

と
幕
末
の
志
士
」
で
は
、
北
の
大
地
・
蝦
夷

を
幕
末
以
前
か
ら
辿
り
、幕
府
や
諸
藩
の
施
策
、

龍
馬
と
志
士
た
ち
を
考
え
る
。
蝦
夷
地
に
精

通
し
た
伊
勢
出
身
の
松
浦
武
四
郎
を
キ
ー

パ
ー
ソ
ン
に
、
未
開
の
大
地
に
向
け
ら
れ
た

龍
馬
ら
の
ま
な
ざ
し
と
そ
の
先
に
見
え
る
も

の
を
探
究
す
る
。

第
�
部
「
北
海
道
で
〝
龍
馬
〞
生
き
る
―

チ
ョ
ッ
コ
ウ
さ
ん
再
び
」
で
は
、
北
海
道
に

渡
っ
た
坂
本
一
族
の
中
で
、
��
年
ぶ
り
に
坂

本
直
行
を
再
考
す
る
。
子
孫
で
あ
り
な
が
ら

龍
馬
を
語
る
こ
と
な
く
、
過
酷
な
原
野
で
開

拓
民
と
し
て
生
き
た
直
行
の
半
生
と
、
今
な

お
多
く
の
人
か
ら
愛
さ
れ
る
野
の
花
々
や
十

勝
原
野
の
風
景
な
ど
、
直
行
の
絵
画
を
紹
介

す
る
。

�
年
間
の
企
画
展
を
通
じ
て
、
龍
馬
に
近

い
人
々
や
資
料
、
事
柄
を
手
繰
り
寄
せ
、
こ

れ
か
ら
も
よ
り
明
確
に
龍
馬
を
次
代
へ
と
つ

な
ぐ
記
念
館
の
在
り
方
を
探
っ
て
い
き
た
い
。

前
田
由
紀
枝

◆「海援隊士・髙松太郎」展
　　�݄��日（土）～6݄��日（Ր）　　　　　　　　　　　

◆「坂本龍馬記念館の軌跡 ―出会いの奇跡をたどる」
　　�݄6日（Ր）～�݄��日（Ր）

■特別展「龍馬と北の大地」展　
◆第1部「蝦夷地へのまなざし―龍馬と幕末の志士」
　　�0݄�日（Ր）～��݄�日（ۚ）

◆第2部「北海道で“龍馬”生きる―チョッコウさん再び」
　　��݄�6日（）～ྩ��݄�日（日）
　　ˎલ期����6～��6　ˎޙ期���0～���（一部ೖସ༗）

開
館
30
年

企
画
展
を
貫
く
テ
ー
マ
は「
つ
な
ぐ
」

過
去（
歴
史
）か
ら
現
在（
現
代
）、そ
し
て
人
、未
来
へ
と

「
坂
本
龍
馬
」を
つ
な
い
で
い
く
使
命

開館30年／令和3年度企画展

　

記
念
館
オ
ー
プ
ン
は
平
成
３

（
１
９
９
１
）
年
で
、
今
年
度
で
30

周
年
を
迎
え
た
。
時
代
は
20
世
紀
か

ら
21
世
紀
、
そ
し
て
令
和
へ
と
変

わ
っ
た
。
新
館
が
で
き
て
か
ら
４
年

目
と
も
な
り
、
大
き
な
節
目
を
迎
え

た
と
い
え
る
。
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①
廣
井
磐い

わ
の
す
け

之
助
書
簡　

髙
松
太
郎
・
新
宮

馬
之
助
・
千
屋
虎
之
助
宛　

文
久
３
年

推
定
12
月
６
日

廣
井
は
勝
海
舟
や
龍
馬
ら
の
協
力
を
得

て
、
文
久
３
年
６
月
、
泉
州
で
父
の
仇
討

ち
を
遂
げ
た
人
物
。
こ
の
書
簡
は
仇
討
後
、

土
佐
に
帰
っ
た
廣
井
が
そ
の
後
の
様
子
を

太
郎
ら
に
知
ら
せ
た
も
の
。
廣
井
の
仇
討

に
つ
い
て
は
、
勝
海
舟
日
記
な
ど
他
の
文

会
期

令
和
３
年
４
月
17
日（
土
）〜
６
月
22
日（
火
）

書
に
も
記
録
が
見
ら
れ
る
が
、
本
人
直
筆

の
書
簡
は
お
そ
ら
く
今
回
初
め
て
世
に
出

る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

②
R
・
ガ
ル
ト
ネ
ル
英
文
書
簡　

小
野
淳
輔
宛

１
８
６
８
年
10
月
27
日
（
写
真
２
）

太
郎
（
当
時
の
名
は
小
野
淳
輔
）
は
慶
応

４
年
閏
４
月
、箱
館
裁
判
所
権
判
事
と
な
っ

て
外
交
事
務
を
担
当
す
る
こ
と
と
な
っ

た
。3
・
ガ
ル
ト
ネ
ル
は
プ
ロ
シ
ア
の
商
人

で
、
同
じ
く
プ
ロ
シ
ア
の
在
箱
館
副
領
事

で
あ
っ
た
$
・
ガ
ル
ト
ネ
ル
の
兄
。
こ
の
書

簡
は
英
文
で
書
か
れ
、
慶
応
２
年
に
幕
府

が
買
い
上
げ
た
タ
パ
ン
グ
ニ
ョ
ー
号
の
取

り
扱
い
に
関
す
る
も
の
。
坂
本
直
資
料
に
は

箱
館
裁
判
所
時
代
の
も
の
が
散
見
さ
れ
る
。

③
坂
本
直
寛
書
簡　

坂
本
直
宛　

　

明
治
12
年
推
定
８
月
18
日

明
治
４
年
、
太
郎
は
龍
馬
の
跡
を
継
ぎ
、

名
を
坂
本
直
と
改
め
る
。
差
出
人
の
坂
本

直
寛
は
太
郎
の
実
弟
で
、
伯
父
・
権
平
の

養
子
に
な
っ
た
習
吉
。
直
寛
は
民
権
家
と

し
て
も
活
躍
し
、
明
治
��
年
、
一
家
で
北

海
道
へ
移
住
し
た
。
こ
の
書
簡
は
直
の
養

子
に
つ
い
て
、
ま
た
乙
女
と
思
わ
れ
る
「
叔

母
様
」
の
容
体
に
つ
い
て
記
し
た
、
家
族
な

ら
で
は
の
手
紙
で
あ
る
。

本
展
で
は
他
に
、
太
郎
の
ふ
る
さ
と
で

あ
る
安
田
町
の
協
力
を
得
て
、
太
郎
の
父
・

順
蔵
（
龍
馬
の
姉
・
千
鶴
の
夫
）
の
資
料
な

ど
を
展
示
予
定
で
あ
る
。

亀
尾
美
香

写真1　髙松太郎　明治2年撮影
　　　 （安田町教育委員会所蔵）

写真2　R. ガルトネル英文書簡

髙
松
太
郎
（
坂
本
直
）
は
龍
馬
の

甥
で
あ
り
、
海
軍
修
業
時
代
か
ら
海

援
隊
に
至
る
ま
で
、
龍
馬
と
行
動
を

共
に
し
た
人
物
と
し
て
知
ら
れ
て
い

る
。
長
男
で
あ
る
兄
の
権
平
が
継
い

だ
郷
士
坂
本
家
と
は
別
に
、
横
死
し

た
龍
馬
の
跡
が
絶
え
る
こ
と
を
憂
い

た
朝
廷
の
意
向
に
よ
り
、
坂
本
龍
馬

家
を
継
い
だ
人
物
で
も
あ
る
。
当
館

で
は
平
成
29
年
度
、
坂
本
直
の
手
元

に
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
文
書
１
０
０

点
余
り
の
寄
贈
を
受
け
た
。
概
要
は

当
館
研
究
紀
要
創
刊
号
で
紹
介
し
て

い
る
が
、
今
回
の
企
画
展
は
、
そ
の

坂
本
直
資
料
を
本
格
的
に
披
露
す
る

初
め
て
の
展
示
と
し
て
開
催
す
る
も

の
で
あ
る
。
坂
本
直
資
料
は
、
そ
の

ほ
と
ん
ど
が
太
郎
を
受
取
人
と
し
た

書
簡
類
で
あ
る
が
、
い
く
つ
か
展
示

の
目
玉
と
な
る
資
料
を
紹
介
し
た
い
。

令
和
3
年
度

企
画
展

「
海
援
隊
士
・
髙
松
太
郎
」展
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展示室

鹿児島から 2度目の里帰りを果たした龍馬書簡

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の
影
響

を
ま
と
も
に
被
っ
た
令
和
２
年
度
特
別
展
が
、

昨
年
12
月
13
日
に
終
了
し
た
。
春
先
の
緊
急

事
態
宣
言
時
に
は
東
京
方
面
へ
の
調
査
出
張

で
制
限
を
受
け
、
入
場
者
は
前
年
同
時
期
開

催
の
特
別
展
よ
り
も
１
万
人
以
上
の
減
と

な
っ
た
。

特
別
展

「
薩
摩
と
土
佐

　
　

―
雄
藩
が
た
ど
っ
た
近
代
化
の
道
―
」展
を
終
え
て

年
に
一
度
の
特
別
展
と
し
て
、
本
展
で
は

重
要
文
化
財
を
借
用
・
展
示
す
る
と
い
う
目

標
が
あ
り
、
当
初
か
ら
、
重
要
文
化
財
に
指

定
さ
れ
て
い
る
大
久
保
利
通
の
資
料
を
展
示

し
た
い
と
考
え
た
。
ま
た
薩
摩
と
は
、
坂
本

龍
馬
は
じ
め
ジ
ョ
ン
万
次
郎
や
髙
見
弥
市

（
大
石
団
蔵
）
ら
の
土
佐
人
も
深
い
関
わ
り
を

も
っ
た
こ
と
か
ら
、
テ
ー
マ
を
「
薩
摩
と
土

佐
」に
設
定
し
た
。
大
久
保
利
通
の
ま
と
ま
っ

た
資
料
は
、
令
和
３
年
３
月
現
在
で
、
①
鹿

児
島
県
歴
史
・
美
術
セ
ン
タ
ー
黎
明
館
（
以

下
、
黎
明
館
）
蔵
の
重
要
文
化
財
１
６
５
０

点
、②
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
（
以
下
、歴
博
）

蔵
の
重
要
文
化
財
３
０
５
３
点
、
③
歴
博
蔵

で
重
要
文
化
財
で
な
い
一
資
料
群
の
計
三
資

料
群
が
あ
る
。
本
展
で
は
②
か
ら
２
点
、
③

か
ら
１
点
を
借
用
・
展
示
し
た
が
、
大
久
保

が
「
非
義
の
勅
命
は
勅
命
に
あ
ら
ず
」
と
述
べ

た
、
幕
末
政
治
史
上
非
常
に
重
要
か
つ
有
名

な
書
簡
（
慶
応
元
年
９
月
��
日
西
郷
隆
盛
宛
）

は
重
要
文
化
財
で
な
く
、
③
に
含
ま
れ
る
資

料
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
文
言
に
訂
正
の
あ
る

「
薩
土
盟
約
書
」
を
歴
博
か
ら
、
こ
れ
と
酷
似

し
た
筆
跡
で
清
書
と
思
わ
れ
る
別
の
「
薩
土

盟
約
書
」
を
黎
明
館
（
玉
里
島
津
家
資
料
）
か

ら
借
用
・
展
示
し
た
が
、
訂
正
の
入
っ
て
い

る
前
者
の
方
が
重
要
文
化
財
で
あ
っ
た
。
資

料
群
の
分
か
れ
方
や
収
蔵
さ
れ
た
時
期
な
ど

に
よ
り
、
文
化
財
指
定
に
も
複
雑
な
違
い
が

生
じ
て
い
る
現
状
を
、
展
示
の
必
要
か
ら
調

査
を
行
っ
て
初
め
て
知
る
こ
と
が
で
き
た
。

薩
摩
藩
の
よ
う
な
「
大
国
」
に
正
面
か
ら

取
り
組
む
こ
と
は
、
坂
本
龍
馬
と
の
関
係
上

避
け
ら
れ
な
い
こ
と
と
は
い
え
、
自
分
に
は

荷
が
重
く
い
さ
さ
か
気
お
く
れ
が
し
た
。
実

際
、
掘
れ
ば
掘
る
ほ
ど
多
く
の
事
象
や
資
料

が
見
つ
か
り
、
政
治
状
況
の
複
雑
な
部
分
で

は
消
化
し
き
れ
な
か
っ
た
り
、
大
き
な
見
落

と
し
を
し
た
箇
所
な
ど
が
課
題
と
し
て
残
っ

た
。
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
ど
こ
か
で
解
消
す
る

こ
と
に
し
た
い
が
、
薩
摩
が
「
大
国
」
で
あ
る

理
由
、
薩
摩
が
薩
摩
一
国
の
み
な
ら
ず
、
日

本
そ
の
も
の
の
近
代
化
を
強
力
に
牽
引
す
る

リ
ー
ダ
ー
た
り
え
た
理
由
を
、
い
く
つ
か
感

覚
的
に
つ
か
め
た
気
が
す
る
。
学
芸
員
と
し

て
初
め
て
重
要
文
化
財
を
借
用
・
展
示
す
る

機
会
を
得
ら
れ
た
こ
と
と
同
様
、
今
回
の
展

示
で
得
ら
れ
た
大
き
な
成
果
で
あ
る
。

今
回
も
、
各
地
の
資
料
所
蔵
機
関
と
職
員

の
方
々
、
お
よ
び
資
料
を
所
蔵
す
る
個
人
に

多
大
な
ご
協
力
を
賜
っ
た
。
こ
う
し
た
状
況

下
で
あ
り
な
が
ら
快
く
資
料
を
お
貸
し
く
だ

さ
り
、さ
ま
ざ
ま
に
便
宜
を
図
っ
て
く
だ
さ
っ

た
こ
と
を
、
こ
の
場
を
借
り
て
厚
く
お
礼
申

し
上
げ
た
い
。

亀
尾
美
香
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人
物
記
念
館
で
あ
る
当
館
の
観
覧
ル
ー
ト

終
点
は
、
本
館
地
下
２
階
「
幕
末
写
真
館
」

で
す
。

　

太
平
洋
を
望
む
上
階
の
解
放
感
と
は
対
照

的
に
、
静
け
さ
漂
う
モ
ノ
ト
ー
ン
の
無
機
質

な
フ
ロ
ア
。
足
を
踏
み
入
れ
る
と
…
視
界
に

飛
び
込
ん
で
く
る
顔
、
顔
、
顔
！
そ
れ
は
龍

馬
と
同
じ
時
代
を
生
き
た
人
々
。

　

１
３
０
人
も
の
実
寸
に
近
い
顔
写
真
（
一

部
は
絵
）が
並
ぶ
様
は
圧
巻
。
こ
れ
ほ
ど
揃
っ

て
目
に
す
る
こ
と
は
あ
り
そ
う
で
な
い
、
そ

ん
な
空
間
で
す
。

　

写
真
技
術
が
日
本
に
伝
わ
っ
た
の
が
幕
末

期
。
有
名
な
幕
末
史
の
主
要

人
物
か
ら
、
知
る
人
ぞ
知
る

人
物
ま
で
、
一
人
一
人
の
説

明
を
読
み
つ
つ
写
真
の
顔
の

目
鼻
立
ち
や
表
情
を
見
つ
め

て
い
る
と
、
対
面
し
て
い
る

よ
う
な
感
覚
に
も
と
ら
わ

れ
、
そ
の
眼
差
し
が
強
く
印

象
に
残
り
ま
す
。

　

壁
面
に
大
き
く
写
し
た
龍

馬
ゆ
か
り
の
地
の
写
真
は
、
町
並
み
が
ま

る
で
眼
下
に
広
が
る
よ
う
な
、
洋
館
の
庭

の
人
物
が
今
に
も
こ
ち
ら
に
手
を
振
り
そ

う
な
、
臨
場
感
あ
る
風
景
で
す
。

　

龍
馬
の
写
真
は
有
名
で
す
が
、
兄
・
権

平
、
姉
・
乙
女
、
姪
・
春
猪
ら
家
族
の
写

真
も
あ
り
、
龍
馬
の
面
影
が
感
じ
ら
れ
ま

す
。
妻
・
お
龍
の
晩
年
の
写
真
は
、
龍
馬

と
共
に
あ
っ
た
若
き
日
の
美
し
さ
を
思
わ

せ
ま
す
。

　

私
が
気
に
な
る
の
は
、
お
龍
を
京
美
人

と
評
し
、
龍
馬
が
お
龍
に
贈
っ
た
帯
留
め

を
譲
り
受
け
た
中
城
仲
子
の
美
し
す
ぎ
る

面
立
ち
。
武
市
半
平
太
の
愛
妻
・
富
の
老

い
て
な
お
凛
と
し
た
佇
ま
い
。
こ
の
２
人

の
女
性
に
心
惹
か
れ
ま
す
。

　

ま
た
、「
妙
な
男
」「
妙
な
女
」
と
互
い

を
評
し
合
っ
た
龍
馬
･
お
龍
夫
妻
の
エ
ピ

ソ
ー
ド
も
、
お
龍
の
回
顧
録
か
ら
抜
粋
し

紹
介
し
て
い
ま
す
。

　

ご
観
覧
後
は
フ
ロ
ア
で
唯
一
撮
影
可
能

な
ス
ポ
ッ
ト
で
、
ぜ
ひ
龍
馬
さ
ん
と
記
念

撮
影
を
。

手
島 

ゆ
か

私
の

お
す
す
め

龍
馬
と
同
時
代
を
生
き
た

１
３
０
人
の
写
真
が
一
堂
に

「
幕
末
写
真
館
」

No.10

高
知
城
歴
史
博
物
館
は
龍
馬
の
手
紙
を
２

通
収
蔵
し
て
い
る
。
う
ち
六
月
二
十
八
日
付
乙

女
宛
の
も
の
が
、
山
内
家
資
料
の
中
の
一
通
だ
。

箱
に
は
文
久
年
間
と
あ
る
が
、
現
在
で
は
元
治

元
年
と
す
る
見
方
が
有
力
ら
し
い
。

暗
喩
を
多
く
含
む
意
味
深
な
手
紙
の
内
容

は
さ
て
お
き
、
こ
こ
で
は
ご
く
個
人
的
な
話
、

当
館
前
身
の
土
佐
山
内
家
宝
物
資
料
館
前
館
長
、

故
・
山
田
一
郎
氏
と
の
思
い
出
話
を
し
た
い
。

館
長
室
で
何
の
話
を
し
て
い
た
時
だ
ろ
う

か
、
龍
馬
の
手
紙
の
話
題
に
な
り
、「「
ね
ぶ
と
」

は
ね
、土
佐
弁
で「
腫
れ
物
」の
こ
と
な
ん
だ
よ
」

と
教
え
ら
れ
た
。
採
用
初
年
度
、
高
知
へ
来
た

ば
か
り
だ
っ
た
私
は
「
そ
う
な
の
か
」
と
素
直

に
聞
い
て
い
た
の
だ
が
、
部
屋
を
出
て
か
ら
周

囲
に
「
普
通
言
わ
な
い
よ
」
と
訂
正
さ
れ
た
。

そ
れ
で
席
に
も
ど
り
、
副
館
長
（
当
時
）

に
借
り
て
い
た
『
土
佐
方
言
集
』
を
引
い
て

み
た
。「
ね
ぶ
と
」
は
な
い
。
し
か
し
こ
の

手
の
言
葉
は
辞
典
に
な
い
こ
と
も
あ
る
だ
ろ

う
。
も
や
も
や
し
た
ま
ま
、
次
に
聞
く
機
会

を
う
か
が
う
こ
と
に
し
た
。

数
ヶ
月
後
、
再
び
チ
ャ
ン
ス
が
め
ぐ
っ
て

き
た
。
私
が
「
館
長
は
腫
れ
物
を
「
ね
ぶ
と
」

と
言
う
の
で
す
か
」
と
聞
く
と
、「
言
わ
な
い

よ
」
と
あ
っ
さ
り
一
蹴
。
そ
の
上
で
、
龍
馬

の
手
紙
の
「
ね
ぶ
と
」
を
腫
れ
物
と
解
釈
す

る
ま
で
に
至
っ
た
取
材
の
苦
労
話
を
聞
か
さ

れ
た
。
滔
々
と
語
ら
れ
た
内
容
は
、
あ
ま
り

に
長
大
で
何
も
覚
え
て
い
な
い
。
そ
う
な
の

か
、
と
ぼ
ん
や
り
思
い
、
そ
れ
き
り
長
年
そ

の
ま
ま
に
し
て
き
た
。

だ
が
今
回
、
試
し
に
『
日
本
国
語
大
辞
典
』

を
引
い
て
み
た
ら
、
な
ん
と
普
通
に
立
項
さ

れ
、「
お
で
き
の
一
種
」
と
解
説
が
載
っ
て
い

た
。
土
佐
弁
で
は
な
か
っ
た
。

思
う
と
こ
ろ
は
な
く
も
な
い
が
、
そ
れ
も

含
め
て
「
ね
ぶ
と
」
の
手
紙
は
、
私
に
と
っ

て
山
田
氏
と
の
思
い
出
の
縁

よ
す
が
だ
。
ろ
く
な
相

づ
ち
も
打
て
ず
、
コ
ー
ヒ
ー
を
前
に
ど
う
に

か
館
長
の
話
を
聞
い
て
い
た
、
あ
の
頃
の
記

憶
と
ほ
ぼ
同
義
な
の
で
あ
る
。

藤
田 

雅
子

（
高
知
県
立
高
知
城
歴
史
博
物
館
　
学
芸
課
長
）

「
ね
ぶ
と
」の
手
紙

龍
馬
の

　
　  
手
紙

10

撮影スポットで龍馬さんと記念写真を
どうぞ。
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学芸員の視点 三浦 夏樹龍馬記念館の空調

１
回
目
の
緊
急
事
態
宣
言
以
降
、
激
減
し
て
い
た

来
館
者
数
も
、
Ｇ
ｏ
Ｔ
ｏ
ト
ラ
ベ
ル
事
業
が
展
開

さ
れ
て
い
た
昨
年
秋
に
は
回
復
し
、
例
年
と
同
じ
く

ら
い
の
数
に
な
っ
て
い
た
（
３
月
１
日
現
在
、
２
回

目
の
緊
急
事
態
宣
言
に
よ
り
来
館
者
は
再
び
激
減

中
）。
来
館
者
の
多
い
日
に
展
示
室
入
口
付
近
で
入

室
の
整
理
を
行
っ
て
い
る
と
、
何
度
か
「
館
内
の
換

気
は
ど
う
な
っ
て
い
ま
す
か
」
と
質
問
を
受
け
た
こ

と
が
あ
る
。
通
常
、
ど
こ
の
博
物
館
で
も
窓
を
開
け

放
し
て
い
る
館
は
少
な
く
、
当
館
も
同
様
で
あ
る
。

特
に
当
館
は
海
辺
の
博
物
館
で
塩
害
を
受
け
や
す
い

た
め
、
そ
も
そ
も
窓
が
ほ
と
ん
ど
無
い
。
そ
の
た
め
、

換
気
に
つ
い
て
不
安
を
感
じ
る
の
は
当
然
で
あ
る
。

本
館
と
呼
ん
で
い
る
ガ
ラ
ス
張
り
の
建
物
は
、
平

成
３
（
１
９
９
１
）
年
の
開
館
で
、
今
年
が
�0
周
年

と
な
り
、
茶
色
の
建
物
の
方
は
新
館
と
呼
ん
で
お
り
、

平
成
�0
（
２
０
１
８
）
年
に
開
館
し
た
。
博
物
館
は

可
能
な
限
り
、
展
示
室
な
ど
建
物
全
体
の
温
湿
度
管

理
を
で
き
る
方
が
望
ま
し
く
、
そ
の
上
で
密
閉
さ
れ

た
展
示
ケ
ー
ス
内
の
温
湿
度
管
理
を
行
う
。
当
館
の

場
合
、
本
館
は
細
か
い
温
湿
度
管
理
が
難
し
い
が
、

新館・常設展示室

新
館
は
可
能
に
な
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
資
料
は
新
館
の

方
で
保
管
・
展
示
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

室
温
は
冬
期
��
℃
、
夏
期
����
℃
に
設
定
し
、
湿
度
は

��
％
を
維
持
す
る
よ
う
に
設
備
担
当
の
方
が
奮
闘
し
て
い

る
。
海
辺
の
建
物
で
は
、
南
か
ら
の
海
風
の
時
と
、
そ
れ

以
外
の
方
向
か
ら
風
が
吹
く
場
合
で
、
外
気
の
湿
度
が
大

き
く
変
わ
る
た
め
、
同
じ
数
字
を
維
持
す
る
の
は
か
な
り

苦
労
す
る
も
の
だ
。

外
気
を
取
り
入
れ
な
け
れ
ば
、
温
湿
度
を
一
定
に
保
つ

こ
と
は
簡
単
だ
が
、
当
館
は
比
較
的
来
館
者
の
多
い
館
で

あ
る
た
め
、
外
気
を
取
り
入
れ
な
け
れ
ば
、
人
の
呼
吸
等

で
二
酸
化
炭
素
濃
度
が
上
が
る
。
ま
た
、
新
築
の
館
は
、

新
築
の
家
と
同
じ
で
有
機
酸
や
ア
ル
デ
ヒ
ド
類
、
ア
ル
カ

リ
性
物
質
な
ど
の
有
害
物
質
が
出
る
た
め
、
常
に
外
気
を

取
り
入
れ
な
が
ら
換
気
を
行
っ
て
い
る
。

し
か
し
、
外
気
を
多
く
導
入
し
す
ぎ
る
と
、
温
湿
度
の

一
定
管
理
は
で
き
な
く
な
る
た
め
、
展
示
室
内
に
吹
き
出

す
風
の
最
大
�0
％
ま
で
が
外
気
で
、
残
り
は
循
環
さ
せ
た

空
気
を
使
う
。
展
示
室
に
送
り
込
む
空
気
は
、
地
下
１
階

の
空
調
機
内
に
あ
る
複
数
の
ケ
ミ
カ
ル
フ
ィ
ル
タ
ー
を
通

し
て
有
害
物
質
を
除
去
す
る
た
め
、
か
な
り
綺
麗
な
空
気

に
な
る
。
ケ
ミ
カ
ル
フ
ィ
ル
タ
ー
は
２
種
類
あ
り
、
ど
ち

ら
も
高
精
製
活
性
炭
に
薬
品
を
添
着
し
た
も
の
を
使
用
し

て
い
る
。
こ
う
し
て
常
に
綺
麗
な
空
気
を
室
内
に
送
り
込

み
な
が
ら
温
湿
度
を
維
持
す
る
仕
組
み
と
な
っ
て
い
る
た

め
、
一
見
す
る
と
閉
鎖
的
な
空
間
だ
が
、
新
館
の
展
示
室

内
は
か
な
り
清
浄
な
状
態
に
保
た
れ
て
い
る
。

そ
し
て
、
新
館
展
示
室
の
空
調
は
天
井
か
ら
緩
や
か
な

風
が
出
て
お
り
、
両
サ
イ
ド
の
ウ
ォ
ー
ル
ケ
ー
ス
下
に
引

き
込
む
仕
組
み
で
あ
る
た
め
、
細
か
な
飛
沫
が
飛
ん
で
い

た
と
し
て
も
、
落
ち
や
す
い
構
造
に
な
っ
て
い
る
。
た
だ

し
、
ロ
ビ
ー
は
壁
際
の
床
か
ら
上
向
き
に
風
が
出
て
い
る
し
、

本
館
は
横
か
ら
風
が
吹
き
出
す
構
造
に
な
っ
て
お
り
、
統

一
さ
れ
て
い
な
い
。

ま
た
、
本
館
は
新
館
ほ
ど
の
空
調
設
備
が
整
っ
て
い

な
か
っ
た
が
、
現
在
は
新
た
な
空
気
清
浄
機
を
導
入
し

て
い
る
。

来
館
し
つ
つ
も
空
調
の
こ
と
を
気
に
さ
れ
て
い
た
方

が
い
る
よ
う
に
、
コ
ロ
ナ
禍
で
閉
鎖
空
間
で
あ
る
当
館

へ
足
を
運
ぶ
の
は
た
め
ら
わ
れ
る
も
の
だ
。
し
か
し
、

当
館
は
常
日
頃
か
ら
外
気
を
導
入
し
て
換
気
を
行
っ
て

い
る
こ
と
を
こ
の
機
会
に
知
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い

で
あ
る
。

そ
れ
で
も
人
が
密
に
な
る
状
態
は
避
け
ね
ば
な
ら
な

い
た
め
、
気
兼
ね
な
く
ご
来
館
い
た
だ
け
る
の
は
ま
だ

先
の
こ
と
に
な
り
そ
う
だ
。

世
界
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
蔓

延
し
て
1
年
以
上
が
経
ち
、
人
々
の
生

活
が
一
変
す
る
中
、
博
物
館
も
様
々
な

対
策
を
行
い
、
来
館
者
や
職
員
の
安
全

に
配
慮
し
て
い
る
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、

コ
ロ
ナ
禍
で
気
に
な
る
当
館
の
空
調
の
仕

組
み
に
つ
い
て
紹
介
し
た
い
。
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12月12日（土）
「毛利敬親の藩政改革」会場風景

8月29日（土）
「幕末佐賀藩の近代化と鍋島直正」会場風景

10月24日
「“志士最後の生き証人”田中光顕の功績」会場風景

発
行
予
定
の
「
講
演
録
」
に
掲
載
い
た
し
ま
す
。

（
講
演
録
は
�
月
頃
に
発
行
予
定
で
、
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
シ
ョ
ッ
プ
に
て
販
売
い
た
し
ま
す
。）

今
年
度
の
「
連
続
講
演
会
」
で
は
、
珍
し
く

（
？
）
ほ
と
ん
ど
龍
馬
が
登
場
し
ま
せ
ん
で
し

た
。
県
立
坂
本
龍
馬
記
念
館
な
の
に
…
と
思

わ
れ
る
方
も
お
ら
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

龍
馬
を
よ
り
深
く
知
る
た
め
に
は
、
彼
自
身

に
つ
い
て
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
そ
れ
だ
け

で
は
な
く
、
彼
が
生
き
た
時
代
や
社
会
、
様
々

な
立
場
の
組
織
や
人
物
に
つ
い
て
知
る
こ
と

も
不
可
欠
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。こ
れ
か
ら
も
、

幅
広
い
視
点
か
ら
「
坂
本
龍
馬
」
と
「
龍
馬
が

生
き
た
幕
末
」
を
考
え
た
い
と
思
い
ま
す
。

令
和
３
年
度
の
「
連
続
講
演
会
」
は
開
館
�0

周
年
記
念
と
し
、
�0
年
の
間
に
進
ん
だ
坂
本

龍
馬
に
関
す
る
研
究
成
果
の
ご
紹
介
を
テ
ー

マ
に
す
る
予
定
で
す
。
ど
う
ぞ
ご
期
待
く
だ

さ
い
。

河
村
章
代

恒
例
事
業
と
し
て
定
着
し
た
感
の

あ
る「
連
続
講
演
会
」
も
３
回
目
と

な
り
ま
し
た
。
今
年
度
は「
幕
末
再

考
ー
変
革
へ
の
計
と
践
」
と
題
し
て

開
催
い
た
し
ま
し
た
。

坂
本
龍
馬
が
活
躍
す
る
「
幕
末
」
と
い
う
時

代
は
人
気
が
高
く
、
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
や
映
画
、

小
説
な
ど
で
も
し
ば
し
ば
取
り
上
げ
ら
れ
て

い
ま
す
が
、
教
科
書
で
習
う
大
事
件
や
有
名

な
人
物
な
ど
を
中
心
と
し
た
、
い
わ
ゆ
る
〝
幕

末
の
イ
メ
ー
ジ
〞
を
持
っ
て
い
る
方
も
多
い

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
大
き
な
出
来
事

だ
け
で
歴
史
が
進
む
わ
け
で
な
く
、
様
々
な

人
物
や
出
来
事
が
絡
み
合
い
な
が
ら
進
ん
で

い
く
の
だ
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
ど
の
立
場

か
ら
見
る
か
で
、
歴
史
の
見
え
方
は
変
化
し

ま
す
。
今
回
の
連
続
講
演
会
で
は
、
激
動
の

時
代
を
動
か
し
て
い
っ
た
組
織
、
人
材
、
考

え
方
な
ど
に
着
目
し
、「
幕
末
」
を
別
の
視
点

か
ら
考
え
る
機
会
に
し
て
い
き
た
い
と
考
え
、

５
人
の
方
に
お
話
し
い
た
だ
く
こ
と
と
し
ま

し
た
。

朝
廷
の
存
在
が
注
目
さ
れ
て
く
る
幕
末
期

の
朝
幕
関
係
に
つ
い
て
、
非
常
に
詳
し
く
紹

介
さ
れ
た
第
１
回
目
「
幕
末
の
朝
幕
関
係
ー

特
に
朝
廷
の
視
点
か
ら
ー
」
か
ら
始
ま
り
、

第
２
回
目
で
は
、
薩
長
土
肥
の
ひ
と
つ
で
あ

る
佐
賀
藩
が
幕
末
に
示
し
た
存
在
感
に
つ
い

て
当
時
の
藩
主
鍋
島
直
正
を
中
心
に
し
た
内

容
を
、
第
３
回
目
は
、「
幕
末
維
新
期
」
そ
の

も
の
を
伝
え
残
す
こ
と
に
尽
力
し
た
田
中
光

顕
の
業
績
を
、
そ
し
て
第
４
回
目
は
あ
ま
り

よ
い
印
象
の
な
い
と
言
わ
れ
る
長
州
藩
主
・

毛
利
敬
親
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
た
く
さ
ん

の
資
料
を
ご
紹
介
い
た
だ
き
な
が
ら
、
お
話

い
た
だ
き
ま
し
た
。
た
だ
、
最
終
回
の
「
幕

臣
小
栗
上
野
介
の
ビ
ジ
ョ
ン
」
は
、
新
型
コ

ロ
ナ
感
染
症
の
再
流
行
に
伴
う
緊
急
事
態
宣

言
が
出
さ
れ
た
こ
と
な
ど
か
ら
、
残
念
な
が

ら
中
止
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
ご
講
演

は
か
な
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
講
師
の
高
橋

敏
先
生
に
は
特
別
寄
稿
を
い
た
だ
き
、
今
後

令
和
二
年
度

連
続
講
演
会
報
告

令
和
２
年
度
の
テ
ー
マ
は

「
幕
末
再
考
ー
変
革
へ
の
計
と
践
」

݄日 演 講ࢣ

１ 6݄��日（土）ນ末のேນ関
ʕಛにேఊのࢹ͔らʕ Յࢁ∁ （໌当館学芸員）

̎ �݄��日（土）ນ末佐լൡのۙ代化とು島ਖ਼ ౻Ҫ༞հ氏（佐լ県立佐լ本ؙྺ
史館学芸員）

３ �0݄��日（土）ʠޙ࠷࢜ࢤのੜ͖ূ人ʡ
田தޫݦ（みつあ͖）のޭ

౻田༗ل氏（佐ொ立੨ࢁ文ݿ学芸
員）

̐ ��݄��日（土）ໟ利ܟのൡվֵ খྑࢁণ氏（ެӹஂࡒ法人ໟ利ใެ
会ໟ利ത館ސ問）

５ �݄��日（土）
（தࢭ） ນਉখ্܀հのϏジョン හ氏（国立ྺ史ຽଏത館名誉ڮ∁

教授）
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■ 「記念館の冬 静かな海と“京の軌跡”」から開館30周年に向かって

݄̐̐日にऴ了する「記念館のౙ ੩͔なւと
ʠژのيʡ」は、坂口さΜ͔らごدଃいた
だいた6�のࣸ真「龍馬 ژのي」より、��の
にごཡいただڞの੩͔なւとقをౙの時࡞ ま͖
した。会場では、ژのࡱӨ場所をࣔܝした地ਤ
を֬ೝしながら৺にࣸ真をごཡになっている方
を͚͔ݟました。
　プロデϡーαーでありϑΥトάϥϑΝーである坂
口さΜが、ϑΝογョンΧϝϥマンのࢹ͔ら龍馬
を表現さΕたࣸ真についておいしたのதで、
ҹにった事ฑがいくつ͔ありました。
　まͣ、ࣸ 真をࡱӨするにあたり龍馬についても
৭ʑと知ࣝをಘ、史࣮をリΞルに表現するだ͚で
はないをさΕたとい͏͜と。ͦ して、制ۀ࡞࡞
にあたってはデジタル加を一せ 、ͣಛにプリン
トの৭合いに͜だわりを࣋って制࡞さΕたとい͏
͜と。ͦ のखۀ࡞のதで、龍馬の֮ײをٙࣅମݧ
さΕたとݴわΕた͜とがਂくҹにりました。
　真നのนにలࣔさΕたࣸ真は、プリントにࣸし
ग़さΕたରのԞにあるものを想૾させる৭合
いになっており、͗ Όらりいにࠩし込Μでくるౙの
ޫと૬ေって、ಠಛな表現のੈք؍をݟせてくΕ
ました。また、龍馬とお龍のイϝージを坂口さΜの
でもあるϑΝογョンと݁びつ͚、現代のモデݪ
ルを௨し表現したࣸ真は、本当にָしいࡱӨだっ
たͦ で͏す。ͦ Εらの機ඍがӐえる「ژのي」は、
イϝージと人間૾をり込Μだ坂本龍馬のΦ
マージϡとなったలࣔではない͔と思います。

「ඈಅ」は༣ૹ料のみのごෛ୲でおಧ͚いたします。ߪಡ希望の方は��0ԁखをご希望ճ数（�ճまで）おૹりください。
〒781-0262　高知市浦戸城山830　高知県立坂本龍馬記念館「飛騰」購読 係 まで

海
の
見
え
る
・
ぎ
ゃ
ら
り
い

։館時間 �ɿ00～��ɿ00　த無ٳ
ೖç館ç料 一ൠ  �00ԁ（ا画ల։࠵時  �00ԁ）
 高ߍੜҎ下無料
高知県・高知ࢢ長णखா所ऀ࣋、ྍҭखா・ମোऀखா・
ਫ਼ਆোऀอ݈ࢱखா・ઓইපऀखா・ඃരऀ݈߁खா
所ऀ࣋とͦのհऀޢ（� 名）は無料

˟���☩0�6� 高知ࢢӜށ��0ࢁ
5&-（0��）���☩000�　'"9（0��）���☩00��
IUUQ:��XXX�SZPNB�LJOFOLBO�KQ

「ඈಅ」にରするごҙݟごײ想なͲおدせください

館だより“飛　騰”第 ��� ߸（̐ճ発行）表ࢴࣈɿॻ家 田ç໌ࢠ氏

発行日　�0��（ྩ�）�݄�日
発　行　ެӹஂࡒ法人高知県文化ஂࡒ
　　　　高知県立坂本龍馬記念館

入　館　状　況
2021年3月20日現在

（1991年11月15日開館以来 29年125日）

˗ೖ館ऀ数 ���6���人

リ̇χϡーΞルΦープン（�0��� �݄�日）Ҏདྷ  ���6��人

編集後記

4月1日付で館長が交代しました。リニューアルオープンをはさんだ5年間の激務に耐
えてこられた髙松館長、本当にありがとうございました。新館長には、これからの龍馬記念
館を力強く牽引していただきますよう、よろしくお願いいたします。
開館30年を迎える本年度は、さまざまな企画を準備しています。詳細が決まり次第お知
らせしていきますので、どうぞお楽しみに。（か）

展示風景 2

展示風景 1

　さて、։館�0पをܴえるࠓ、記念館では
༷ʑなا画が։࠵さΕます。ͦ のதでʠւのݟえ
る・͗ Όらりいʡでは、̣ Ｈ̠の大Տυϥマをテーマ
に、υϥマのதで演͡らΕた龍馬のࢿ料なͲのల
ࣔや、�0पを振りฦったॏ大χϡーεのలࣔな
Ͳのలཡ会を༧定しています。օさまとڞにܴえる
坂本龍馬記念館の�0प、ͪ࣋ؾも新たに、গし
でもօさまの৺にるలࣔがग़དྷるよ͏ ৺ֻ͚、
ࢦしてい͖たいと思っております。

中村　昌代



1・現代龍馬学会

高知県立坂本龍馬記念館・現代龍馬学会

万次郎と龍馬
ジョン万次郎研究家
北代　淳二

私
の
テ
ー
マ

万
次
郎
の
帰
国
と
龍
馬

漂
流
に
よ
る
と
は
い
え
、鎖
国
の
禁
を

破
っ
て
海
外
に
居
住
し
た
と
し
て
、幕
府

の
長
崎
奉
行
所
で
取
調
べ
を
受
け
た
万

次
郎
と
伝
蔵
、
五
右
衛
門
兄
弟
は
、
無
罪

放
免
と
な
り
、
故
郷
に
帰
っ
て
来
た
。

土
佐
藩
か
ら
送
ら
れ
た
役
人
た
ち
に

連
れ
ら
れ
て
、
高
知
城
下
に
着
い
た
の

は
嘉
永
5
年
（
1
8
5
2
）
7
月
11
日
。

ア
メ
リ
カ
か
ら
琉
球
南
端
に
決
死
の
上

陸
を
果
た
し
て
か
ら
1
年
半
ほ
ど
経
っ

て
い
た
。
14
歳
で
漂
流
し
た
後
、
10
年

の
異
文
化
体
験
を
積
ん
だ
万
次
郎
は
今

や
25
歳
の
若
者
で
あ
る
。

高
知
城
下
に
入
っ
た
道
筋
に
は
久
し

ぶ
り
に
帰
国
し
た
漂
流
民
を
見
よ
う
と

人
垣
が
で
き
た
。

坂
本
龍
馬
の
生
家
は
そ
の
道
筋
で
あ

る
本
町
筋
一
丁
目
に
あ
っ
た
が
、
龍
馬

が
万
次
郎
た
ち
の
行
列
を
見
た
と
い

う
記
録
は
な
い
。
龍
馬
は
天
保
6
年

（
1
8
3
5
）
11
月
15
日
生
ま
れ
で
、万

次
郎
よ
り
8
歳
年
下
で
あ
る
。こ
の
年
、

自
宅
か
ら
ほ
ど
遠
か
ら
ぬ
築
屋
敷
3
丁

目
の
日
根
野
弁
次
に
師
事
し
て
小
栗
流

剣
術
を
修
業
中
だ
っ
た
。

万
次
郎
た
ち
３
人
は
、
東
堺
町
の
旅

亭
松
尾
屋
に
泊
ま
っ
た
。
長
崎
奉
行
所

で
既
に
国
禁
を
犯
し
た
罪
は
晴
れ
て
い

る
の
で
、
高
知
で
は
取
調
べ
で
は
な
く

３
人
の
海
外
体
験
の
聞
き
取
り
が
行
わ

れ
、二
つ
の
文
書
が
作
ら
れ
た
。『
漂ひ

ょ
う
か
く客

談だ
ん
き奇
』
と
『
漂ひ

ょ
う
そ
ん巽
紀き

り
ゃ
く畧
』
で
あ
る
。

帰
国
後
の
こ
と

『
漂
客
談
奇
』
は
当
時
の
土
佐
藩
主

山
内
容
堂
が
大
目
付
の
吉
田
東
洋
に
命

じ
て
万
次
郎
ら
の
聞
き
取
り
を
さ
せ
た

も
の
で
、
生
憎
東
洋
が
病
気
だ
っ
た
た

め
、
配
下
の
吉
田
文
次
が
こ
れ
に
当

た
っ
た
。
こ
の
書
は
藩
上
層
部
の
必
読

の
書
と
な
り
、
他
藩
の
大
名
に
ま
で
写

本
が
提
供
さ
れ
た
と
い
う
。

『
漂
巽
紀
畧
』
の
方
は
、
当
時
新
進

の
画
家
で
学
者
だ
っ
た
河
田
小
龍
が
、

万
次
郎
ら
３
人
の
体
験
を
聞
き
取
っ
た

も
の
で
、
得
意
の
絵
筆
を
振
る
っ
た
挿

絵
が
多
く
入
っ
て
い
る
の
が
特
徴
で
あ

る
。小

龍
は
『
漂
客
談
奇
』
の
聞
き
取
り

を
手
伝
い
な
が
ら
、
万
次
郎
を
自
宅
に

住
ま
わ
せ
、
日
本
語
を
教
え
る
と
同
時

に
、
万
次
郎
か
ら
英
語
を
学
ん
だ
と
い

う
。
小
龍
は
万
次
郎
よ
り
3
歳
年
長
で

あ
る
。

『
漂
巽
紀
畧
』
の
原
本
は
い
ま
だ
に

見
つ
か
っ
て
お
ら
ず
、
写
本
が
10
種
類

ほ
ど
現
存
す
る
だ
け
だ
。

安
政
地
震（
1
9
5
4
年
）の
あ
と
、

龍
馬
が
小
龍
を
訪
ね
、
の
ち
の
海
援
隊

の
ア
イ
デ
ィ
ア
を
得
た
と
い
う
記
録
が

あ
る
が
、
そ
の
中
に
万
次
郎
の
名
前
は

出
て
来
な
い
。

万
次
郎
と
伝
蔵
、
五
右
衛
門
兄
弟
は

高
知
城
下
に
3
ヶ
月
ほ
ど
滞
在
の
後
、

10
月
初
め
に
や
っ
と
そ
れ
ぞ
れ
の
故
郷

に
帰
っ
た
。

万
次
郎
が
中
ノ
浜
に
帰
り
母
親
と
12

年
ぶ
り
の
劇
的
な
再
会
を
果
た
し
た
の

は
、
嘉
永
5
年
（
1
8
5
2
）
10
月
5

日
の
こ
と
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
再
会
の

喜
び
も
束
の
間
。
3
日
後
に
、
高
知
に

帰
れ
と
の
藩
命
が
届
い
た
。
万
次
郎
が

持
ち
帰
っ
た
世
界
地
図
の
地
名
な
ど
の

翻
訳
が
仕
事
だ
っ
た
。
そ
し
て
万
次
郎

は
「
御
小
者
」
と
し
て
土
佐
藩
に
召
し

抱
え
ら
れ
た
。「
小
者
（
こ
も
の
）」
は

武
士
の
最
下
級
だ
が
、
漁
民
か
ら
武
士

へ
と
異
例
の
登
用
で
あ
る
。

万
次
郎
と
龍
馬
は
出
会
っ
た
か
？

嘉
永
6
年
（
1
8
5
3
）
6
月
、
ペ

リ
ー
の
黒
船
来
航
で
日
本
の
情
勢
は
一

変
す
る
。
開
国
要
求
の
大
統
領
書
簡
を

残
し
て
黒
船
が
去
っ
た
直
後
、
老
中
の

阿
部
正
弘
は
万
次
郎
を
江
戸
に
呼
ん

で
、
幕
府
首
脳
に
ア
メ
リ
カ
事
情
を
説

明
さ
せ
た
。
そ
し
て
万
次
郎
を
土
佐
藩

か
ら
引
き
抜
い
て
幕
府
直
参
の
ご
普
請

役
格
と
し
、江
川
太
郎
左
衛
門
（
坦
庵
）

の
配
下
に
置
い
た
。

江
川
は
万
次
郎
を
ペ
リ
ー
再
来
日
時

の
交
渉
の
通
訳
に
さ
せ
る
意
向
だ
っ
た

が
、
水
戸
の
徳
川
斉
昭
の
反
対
で
実
現

せ
ず
、
結
局
万
次
郎
は
幕
府
の
対
米
交

渉
に
一
切
関
係
し
な
か
っ
た
。
幕
府
の

中
枢
に
、
万
次
郎
は
ア
メ
リ
カ
が
送
り

込
ん
だ
ス
パ
イ
で
は
な
い
か
と
い
う
疑

い
が
根
強
く
残
る
。

日
米
和
親
条
約
締
結
後
、
開
国
か
ら

尊
皇
攘
夷
へ
と
日
本
の
情
勢
は
目
ま
ぐ

る
し
く
変
わ
っ
て
い
く
が
、
万
次
郎
と

龍
馬
の
距
離
が
一
番
近
く
な
っ
た
の

は
、
龍
馬
が
勝
海
舟
の
弟
子
に
な
っ
た

文
久
2
年（
1
8
6
2
）10
月
の
こ
と
で

あ
る
。
海
舟
は
そ
の
2
年
前
、
嵐
の
中

の
咸
臨
丸
の
渡
米
航
海
で
、
実
質
的
な

艦
長
役
を
万
次
郎
に
さ
せ
る
な
ど
、
そ

の
実
力
を
知
り
ぬ
い
て
い
る
。
龍
馬
を

万
次
郎
に
ひ
き
会
わ
せ
よ
う
と
し
た
よ

う
だ
が
、
万
次
郎
は
そ
の
2
年
前
に
軍

艦
操
練
所
教
授
を
免
職
に
な
っ
て
い
て

二
人
の
対
面
は
実
現
し
な
か
っ
た
。
そ

の
後
長
崎
で
二
人
が
近
く
に
滞
在
し
た

こ
と
は
あ
る
が
、
両
人
が
会
っ
た
と
い

う
記
録
は
存
在
し
な
い
。

中濱京氏所蔵万次郎（48歳）龍馬（32,3歳頃）
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的
要
因
と
し
て
天
保
5
年
宿
毛
藩
主
山

内
氏う

じ
か
た固
が
「
講
授
館
」
を
設
立
し
た
事

や
龍
馬
の
義
兄
の
弟
、
安
芸
郡
安
田
の

高
松
涛と

う
て
い亭
が
天
保
5
年
高
知
城
下
新
町

に
開
業
し
た
事
（
甲
把
瑞
益
を
藩
主
治

療
に
呼
び
寄
せ
て
か
ら
45
年
後
）
が
挙

げ
ら
れ
る
。

天
保
8
年
真
吉
日
記
は
二
冊
あ

る
。（
四
万
十
市
郷
土
博
物
館
蔵

『
樋
口
真
吉
関
係
文
書
１
』）。
左

は
試
合
の
相
手
の
名
前
等
を
記
し
、

「
日
本
南
海
土
陽 

中
村
之
人 

樋
口

平
八
郎
源
正
利 

西
遊
記
稿
」。
右
は

歴
史
理
解
に
基
く
旅
の
記
録
で
製
本

の
上
押
印
が
あ
り

「
土
陽
西
部 

樋
口
正
利
識 

西
遊

記
稿
畢
」
と
其
々
記
し
て
い
る
。

江
戸
期
の「
文
武
両
道
」と「
医
儒
一
体
」

ー
幡
多
沿
岸
の
医
儒
と
中
村
樋
口
道
場
を
例
と
し
て
ー

寛
政
期
以
前
の
幡
多
沿
岸
の

医
儒
と
高
知
城
下

土
佐
藩
主
山
内
家
は
、
転
封
前
の
文

禄
5
年
（
1
5
9
6
）
サ
ン
・
フ
ェ

リ
ッ
ペ
号
の
浦
戸
漂
着
や
、
慶
長
5
年

（
1
6
0
0
、関
ケ
原
合
戦
前
）
イ
ン
グ

ラ
ン
ド
商
館
船
リ
ー
フ
デ
号
宿
毛
沖

経
由
豊
後
漂
着
、
慶
長
18
又
は
19
年
唐

船
清
水
来
航
時
黒
人
が
大
筒
を
放
し

た
こ
と
な
ど
か
ら
、
2
代
藩
主
山
内
忠

義
は
徳
川
家
康
か
ら
松
平
姓
を
賜
り
、

幕
府
西
日
本
沿
岸
警
備
体
制
の
一
翼
を

担
う
立
場
に
あ
っ
て
、幕
府
が
奨
励
す
る

朱
子
学
が
発
展
し
た
。

高
知
･
吸
江
寺
か
ら
京
に
戻
っ
た

山
崎
闇
斎
は
垂
加
神
道
説
を
唱
え
、
明

暦
元
年
（
1
6
5
5
）
堀
川
に
闇
斎
塾

を
開
い
た
。
同
時
期
長
崎
で
和
蘭
商
館

医
ド
イ
ツ
人
カ
ス
パ
ル
に
学
ん
だ
嵐

山
甫
庵
、
河
口
良
庵
、
向
井
元
升
が
京

に
転
居
。
古
方
派
医
儒
た
ち
も
紅
毛
流

外
科
を
学
び
研
鑚
を
積
み
、
宝
暦
4
年

（
1
7
5
4
）山
脇
東
洋（
1
7
0
6
～

1
7
7
3
）は
腑
分
け
実
験
に
及
ん
だ
。

寛
政
元
年（
1
7
8
9
仏
革
命
の
年
）

9
代
藩
主
山
内
豊と

よ
ち
か雍
が
重
病
に
陥
り
、

幡
多
郡
下
田
（
現
四
万
十
市
）
で
開
業

し
て
い
た
外
科
医
甲が

っ
ぱ杷
瑞ず

い
え
き益
を
高
知
城

下
に
呼
び
寄
せ
て
い
る
。
父
の
8
代
藩

主
山
内
豊と

よ
の
ぶ敷
は
宝
暦
14
年
（
1
7
6
4
）

藩
校
「
教こ

う
じ
ゅ
か
ん

授
館
」
看
板
に
「
徂
徠
の
説
は

邪
中
の
邪
な
る
も
の
な
り
」
と
記
し
た
。

こ
の
頃
、
甲が

っ
ぱ杷
瑞ず

い
え
き益
（
1
7
3
8
～

1
8
0
3
）
は
東
洋
と
並
び
古
方
派
四

大
家
吉
益
東
洞
（
長
子
南な

ん
が
い涯
は
華
岡
青

洲
の
師
）
門
下
で
あ
っ
た
。
瑞
益
は
高

岡
郡
窪
川
（
現
四
万
十
町
）
で
生
ま
れ
、

郷
土
史
『
仁
井
田
郷
談
』
を
残
し
て
い

る
。
樋
口
真
吉
の
妻
兼
の
祖
父
瑞
益
が

幡
多
沿
岸
の
医
儒
に
与
え
た
影
響
は
真

吉
の
幕
末
維
新
の
糧
と
な
っ
た
。

中
村
樋
口
道
場
設
立
と
幡
多

沿
岸
の
医
儒
た
ち

文
化
5
年
（
1
8
0
8
）
4
/
19
～

6
/
24
伊
能
忠
敬
一
行
が
土
佐
沿
岸
を

測
量
。
同
年
8
月
仏
第
一
帝
政
下
ホ
ラ

ン
ト
王
国
と
な
っ
た
和
蘭
国
旗
を
掲
げ

た
英
軍
艦
フ
ェ
ー
ト
ン
号
長
崎
入
津
事

件
の
影
響
で
、
長
崎
警
護
及
び
聞
役
の

九
州
各
藩
で
は
西
洋
技
術
受
容
も
含
む

学
問
振
興
、
文
と
武
が
強
化
さ
れ
た
。　

土
佐
藩
で
は
文
化
5
年
に
沿
岸
の
甲

浦
、
津
呂
、
須
崎
、
与
津
、
下
田
、
清

水
、
柏
島
、
宿
毛
に
大
筒
台
が
設
置
さ

れ
、異
国
船
が
柏
島
浦
に
漂
着
し
た
文
化

6
年
幡
多
奉
行
所
足
軽
樋
口
信
四
郎
が

中
村
に
剣
「
樋
口
道
場
」
を
開
設
し
た
。

『
幡
多
医
師
会
史
』
の
清
水
浦
地
下

医
師
松
川
玄
珠
の
項
に
、「
文
化
六
巳
年

右
困
窮
の
者
共
に
施
薬
同
然
治
療
致
し

此
の
節
地
中
他
村
共
手
広
く
療
治
せ
し

め
殊
に
旧
家
の
訳
傍
御
表
よ
り
御
目
見

御
赦
免
仰
せ
つ
け
ら
れ
同
八
未
年
御
奉

行
廻
見
の
節
奇
特
の
訳
を
以
て
銀
一
両

被
成
遺
之
（
文
化
11
年
『
12
代
藩
主
山

内
豊と

よ
す
け資
巡
見
記
』」と
あ
る
。「
文（
医
）」

の
評
価
に
樋
口
道
場
の
「
武
」
の
存
在

が
不
可
欠
で
あ
っ
た
、
当
時
の
文
武
が

伝
わ
る
。

ま
た
、
樋
口
道
場
開
設
7
年
後
の

文
化
13
年
、
宇
和
屋
次
左
衛
門
（
遠
近

鶴か
く
め
い鳴
）
が
大
坂
の
篠
崎
小
竹
、京
の
岩
垣

東
園
に
学
び
、
文
政
元
年
（
1
8
1
9
）

私
塾
「
鶴
鳴
塾
」
を
中
村
に
開
設
し
た
。

同
年
に
は
幡
多
郡
下
ノ
茅
（
現
土
佐
清

水
市
下
ノ
加
江
）
の
安
光
命
三
が
華
岡

青
洲
塾「
合
水
堂
」に
入
塾
し
て
い
る
。　

安
光
家
は
京
か
ら
一
条
家
に
従
っ
た

家
譜
を
持
つ
。
嫡
男
命
三
は
先
祖
の
地

土
佐
佐
賀
（
現
黒
潮
町
）
か
ら
下
ノ
茅

に
転
居
。
樋
口
道
場
主
娘
（
真
吉
姉
･

道
）
と
結
婚
し
て
代
々
続
く
医
業
を
極

め
た
。
南
學
史
に
名
を
残
す
命
三
の
従

弟
、安
光
南
里
は
上
川
口
（
現
黒
潮
町
）

か
ら
樋
口
道
場
に
通
っ
た
。
文
化
2
年

（
1
8
0
5
）青
洲
が
全
身
麻
酔
下
乳
癌

摘
出
成
功
。
文
政
7
年
シ
ー
ボ
ル
ト
長

崎
着
。
文
化
文
政
期
の
華
岡
青
洲
塾
土

佐
入
塾
者
24
名
の
う
ち
幡
多
郡
8
名
/

高
岡
郡
7
名
/
吾
川
郡
3
名
/
安
芸

郡
1
名
他
。
幡
多
沿
岸
と
中
村
樋
口
道

場
の
文
武
振
興
が
判
る
。

坂
本
龍
馬
の
義
兄
高
松
順
蔵
の
弟
高

松
涛
亭
が
青
洲
の
生
地
、
紀
州
平
山
の

「
迎
翆
堂
」
に
入
塾
し
た
頃
は
、西
洋
医

術
受
容
も
進
み
全
国
的
に
入
塾
者
が
急

増
し
て
い
る
。

天
保
8
年
樋
口
真
吉
21
歳
の

九
州
廻
国
と「
文
武
両
道
」

樋
口
道
場
主
倅
真
吉
21
歳
は
物
心
付

く
前
か
ら
義
兄（
医
儒
）や
帰
農
し
た
中

村
藩
士
末
裔
達
の
文
武
に
育
ま
れ
、
天

保
8
年
九
州
廻
国
に
出
た
。
ア
ヘ
ン
戦

争
な
ど
の
時
代
背
景
も
あ
る
が
、
直
接

土佐史談会関東支部役員
樋口真吉玄孫

角田　慶子
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沿
岸
部
に
比
べ
文
化
文
政
期
中
村
の

華
岡
青
洲
合
水
堂
入
塾
者
は
唯
一
人
。

宿
毛
郷
校
も
漢
籍
の
み
。
中
村
奉
行
所

に
西
洋
医
術
受
容
も
含
む「
文
武
館
」設

立
を
希
求
し
た
真
吉
青
年
21
歳
の
不
退

転
の
決
意
が
判
る
。

真
吉
青
年
は
豊
後
上
陸
後
、
直
ち
に

熊
本
藩
飛
地
鶴
崎
の
毛
利
空く

う

桑そ
う

の
朱

子
学
に
反
す
る
文
（
尊
王
）
武
両
道
塾

を
、
萩
の
吉
田
寅
次
郎
（
松
陰
）
が
訪

問
す
る
13
年
前
に
訪
問
し
て
い
る
。
空

桑
は
四
国
幡
多
中
村
樋
口
道
場
主
が

無
外
流
破
門
を
選
択
し
た
こ
と
を
既

に
聞
き
及
ん
で
い
た
。
父
毛
利
太
玄
は

熊
本
藩
医
。
篠
崎
小
竹
の
父
も
豊
後
で

医
を
学
ん
で
い
る
。

「
寛
政
異
学
の
禁
」
で
文
は
武
を
必

要
と
し
た
。
篠
崎
小
竹
は
中
村
樋
口
道

場
の
武
と
繋
が
り
、
樋
口
家
は
小
竹
と

頼
山
陽
の
関
係
等
、
豊
後
の
医
儒
の
交

流
を
承
知
し
て
い
た
。

12
日
伝
書
授
与
前
、
大
石
道
場
の
主

だ
っ
た
面
々
が
久
留
米
藩
有
馬
候
の
鷹

狩
に
真
吉
を
誘
っ
て
い
る
。
中
村
藩
2

代
藩
主
山
内
豊
定
の
正
室
留
里
は
、
久

留
米
藩
2
代
藩
主
有
馬
忠
頼
娘
。
久
留

米
藩
と
（
幡
多
）
中
村
藩
等
、
真
吉
が

歴
史
理
解
の
上
で
大
石
神
陰
流
伝
書
を

固
辞
、
愛
洲
神
陰
流
伝
書
を
諾
し
た
真

意
が
伝
わ
る
。

ま
た
、
真
吉
は
天
保
8
、
11
年
何
れ

も
長
崎
鍛
冶
町
の
外
科
道
具
司
広
瀬
九

左
衛
門
宅
に
泊
ま
っ
て
い
る
。

天
保
8
年
～
文
久
2
年
迄
の
日
記
を

『
彬ひ

ん

斎さ
い

嚢の
う

語ご

』
と
し
、華
岡
青
洲
に
麻
酔

手
術
の
ヒ
ン
ト
を
与
え
た
永
富
独ど

く
し
ょ
う嘯

庵あ
ん

の
著
書
『
嚢
語
』
等
、
医
儒
が
齎
し

た
徂
徠
思
想
を
理
解
し
て
い
る
。

樋
口
真
吉
の
幡
多
奉
行
所
付
属

「
文
武
館
」設
立
嘆
願
前
後

天
保
11
年（
1
8
4
0
）

名
字
帯
刀
庄
屋
に
な
っ

た
宇
和
屋
遠
近
鶴
鳴
は

中
村
を
離
れ
、
真
吉
は

鍋
島
直
正
（
閑
叟
）
の

肝
い
り
で
改
築
さ
れ
た

佐
賀
藩
校
弘
道
館
や
西

洋
技
術
受
容
の
文
と
武

を
体
験
。
弘
化
2
年

（
1
8
4
5
）
11
月
に

幡
多
奉
行
所
付
属
文

武
組
織
整
備
を
嘆
願
。

翌
年
篠
崎
小
竹
、岩
垣

東
園
を
訪
問
し
て
い
る
。

弘
化
4
年
真
吉
は
毛
利
空
桑
と
再
会
。

福
岡
藩
城
下
の
亀
井
塾
で
、『
肥
後
物

語
』
を
記
し
た
亀
井
南
冥
の
『
論
語
語

由
』
を
複
写
。
嘉
永
2
年
（
1
8
4
9
）

12
月
長
崎
で
蘭
訳
家
に
会
い
高
島
砲
術

に
入
門
。
嘉
永
3
年
元
旦
砲
学
関
係
書

物
を
複
写
し
て
い
る
。

足
軽
真
吉
の
武
は
藩
命
で
あ
る
砲
術

を
含
む
。

ま
た
、
正
月
8
日
に
は
亀
井
南
冥
に

学
ん
だ
広
瀬
淡
窓
を
日
田
に
訪
問
し
て

い
る
。
亀
井
学
派
を
中
村
に
導
入
す
る

に
当
た
り
、
庶
民
の
金
毘
羅
宮
に
掲
げ

ら
れ
た
亀
井
昭
陽
の
書
を
確
認
す
る
な

ど
多
方
面
か
ら
調
査
検
証
し
て
い
る
。

万
次
郎
帰
国
と
樋
口
真
吉

中
浜
万
次
郎
と
幕
府
剣
術
指
南
役

娘
と
の
媒
酌
人
で
あ
る
江
川
英
龍

（
1
8
0
1
～
1
8
5
5
）
が
庇
護
し

た
、
神
道
無
念
流
の
斎
藤
弥
九
郎
は
儒

学
を
古
賀
精
里
、
兵
学
を
平
山
行
蔵
、

砲
術
を
高
島
秋
帆
に
学
ん
で
い
る
。　

樋
口
道
場
主
信
四
郎
の
墓
碑
銘
撰
文

者
斎
藤
拙
堂
と
真
吉
の
号
命
名
者
篠
崎

小
竹
は
共
に
江
戸
昌
平
黌
の
古
賀
精
里

門
下
。
樋
口
道
場
の
武
が
昌
平
黌
古
賀

精
里
（
佐
賀
藩
士
）
に
繋
が
る
。

高
島
砲
術
門
下
の
真
吉
は
嘉
永
5
年

（
1
8
5
2
）6
月
24
日
土
佐
の
受
取
人

が
来
る
前
日
、漂
客
人
万
次
郎
と
面
談
。

28
日
高
島
先
生
へ
暇
を
告
げ
、
29
日
書

を
高
島
氏
へ
送
り
、10
月
6
日
江
戸
着
。

12
月
20
日
土
佐
支
藩「
土
佐
新し

ん
で
ん田
藩
」

麻
布
藩
邸
に
招
か
れ
、
嘉
永
6
年
１
月

6
日
佐
久
間
象
山
塾
入
門
後
連
日
木
挽

町
の
象
山
塾
に
通
い
、
26
日
に
は
象
山

塾
の
帰
り
麻
布
新
田
藩
邸
を
訪
問
。
江

戸
か
ら
の
帰
路
、
大
坂
で
道
場
門
弟
の

弘
田
玄
又
が
学
ん
だ『
合
水
堂
』と『
洪

庵
塾
』
を
訪
問
し
て
い
る
。

精
密
な
砲
台
設
計
図
を
残
す
真
吉
は

江
川
英
龍
の
韮
山
反
射
炉
の
完
成
無
く

し
て
砲
台
設
置
は
無
意
味
を
知
り
、万
次

郎
が
持
ち
帰
っ
た
西
洋
技
術
の
文
武
を

支
持
す
る
。

ま
た
、万
次
郎
幼
少
期
の
沿
岸
部
で
は

松
川
玄
珠
等
が
家
塾
を
開
き
、住
民
に
文

字
を
教
え
て
い
た
。玄
珠
に
疫
学
天
文
兵

書
等
を
学
ん
だ
中
濱
浦
の
池
道
之
助
は

中
村
樋
口
道
場
に
通
い
文
武
を
極
め
、慶

應
2
年
中
濱
万
次
郎
等
の
上
海
行
に
同

道
し
て
い
る
。

終
わ
り
に
か
え
て

嘉
永
5
年
10
月
長
崎
か
ら
江
戸
に
到

着
し
た
真
吉（
子
文
）に
間
埼
哲
馬（
滄

浪
）
が
贈
っ
た
漢
詩

「
『
龍
虎
欲
飛
騰
』
因
賦
贈
子
文
伝
」

が
残
る
。
真
吉
は
樋
口
道
場
に
通
っ
た

間
崎
哲
馬
の
恩
師
で
あ
る
。

「
腰
下
双
剣
長
不
勝　

腹
中
龍
虎
欲

飛
騰　

東
海
壮
士
挟
之
去　

蹴
破
山
河

幾
万
層　
―

以
下
略
―
」

「
蹴
破
山
河
幾
万
層
」
は
斎
藤
監
物

が
南
北
朝
期
の
「
兒
島
高
徳
」
を
詠
ん

だ
漢
詩
「
踏
破
千
山
萬
岳
煙
」
を
踏
ん

で
お
り
、
真
吉
の
文
は
主
に
歴
史
理
解

に
あ
っ
た
こ
と
が
解
る
。

「
腹
中
の
龍
虎
」と
は
、奉
行
所
が
あ

る
中
村
で
は
実
現
難
し
い
西
洋
医
学
、

技
術
受
容
の
文
武
両
道
の
こ
と
。

万
次
郎
の
帰
国
で
漸
く
実
現
す
る
で

あ
ろ
う
期
待
と
、
天
保
8
年
無
外
流
破

門
を
選
択
し
て
九
州
廻
国
に
赴
い
て
か

ら
「
文
武
館
」
設
立
実
現
の
た
め
の
苦

闘
が
に
じ
み
出
て
い
る
。

参
考
資
料

平
尾
道
雄「
土
佐
藩
」

松
方
冬
子「
阿
蘭
風
説
書
と
近
世
日
本
」

鳥
居
裕
美
子「
九
州
の
蘭
学
―
越
境
と
交
流
―
」

華
岡
青
洲
顕
彰
会
編「
医
聖
華
岡
青
洲
」

中
村
真
一郎「
頼
山
陽
と
そ
の
時
代
」

下
茅
の
歴
史（
土
佐
清
水
市
図
書
館
蔵
）

「
幡
多
医
師
会
史
」「
憲
章
簿
」

「
宿
毛
市
史
大
分
県
人
名
辞
典
」

川
村
敬一「
亀
井
南
冥
小
伝
」

渋
谷
雅
之「
近
世
土
佐
の
群
像
6
樋
口

眞
吉
日
記
上
」

松
尾
晋
一「
江
戸
幕
府
の
対
外
政
策
と
沿
岸
警
備
」

真吉は天保8年11月7日柳川藩大石道場で、江戸
の幕臣道場を凌駕した大石進の大石神影流免許伝
授を「固辞」して、幡多と先祖の歴史に繋がる「藤
原種次」の愛洲神陰流免許皆伝書を「諾」。26日
礼服神文に身を包み伝書を受け取っている。
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様
」に
つい
て
夕
方
か
ら
語
り
始
め（
泣
き

な
が
ら
）、
通
夜
（
よ
も
す
が
ら
）
語
り

あ
か
し
、次
の
日
も
「
か
た
り
く
ら
し
」、

鐘
が
鳴
っ
た
の
で
「
こ
れ
は
な
に
の
鐘
ぞ
」

と
明
恵
が
問
う
と
、
答
え
は
「
日
没
」、

と
い
う
記
述
だ
。

な
ん
と
二
十
四
時
間
以
上
も
話
し
続

け
た
の
だ
。
食
べ
ず
、
眠
ら
ず
の
丸
一日

だ
。
長
い
。
長
す
ぎ
る
。
龍
馬
・三
岡
の

記
録
を
抜
い
て
い
る
。

明
恵
上
人
と
龍
馬
の
長
話
は
無
駄
に

長
い
の
で
は
な
く
、
頭
の
中
に
話
す
べ
き

内
容
が
山
の
よ
う
に
あ
り
、そ
れ
も
多
岐

に
わ
た
り
、
短
い
時
間
で
は
伝
え
ら
れ
な

い
ほ
ど
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

話
が
長
い
こ
と
を
嫌
わ
ず
に
、
そ
の
中

身
で
評
価
し
て
欲
し
い
。
歴
史
上
の
人
物

の
研
究
テ
ー
マ
に
「
話
の
長
い
人
」
と
い
う

切
り
口
も
あ
る
よ
う
に
思
う
。

第13回 高知県立坂本龍馬記念館・現代龍馬学会 研究発表会
テーマ「龍馬の思想と行動」
●日時　2021年5月22日（土）10：00～17：20（会員総会9：20～）
●会場　高知県立坂本龍馬記念館 新館ホール
●定員　60名（参加無料・要申込）

《研究発表》
１０:１０～網屋 喜行 氏（鹿児島県立短期大学名誉教授（「吉田」本家末裔）

「石尾芳久氏の『海南政典』研究と
分析道具のウェーバー『官僚制論』」

１１:１０～山本 修 氏（株式会社便利堂 コロタイプ研究所所長）

「コロタイプ技術で龍馬の手紙を複製する
 ～100年以上前から続く古い写真印刷技術の話～」

《特別講演》
１３:３０～大石 学氏（日本芸術文化振興会 監事）

「坂本龍馬の現代的意義」
《研究発表》
１５:１０～坂本 世津夫 氏（国立大学法人愛媛大学 社会連携推進機構教授
 「地域連携コーディネーター」）

「明智光秀と龍馬」
１６:１０～前田 由紀枝 氏（高知県立坂本龍馬記念館 学芸課長）

「『新葉和歌集』を手がかりに龍馬の思想と歌心を考える」
※当日は一部リモートによっての発表となります。人数制限もあるため、講 
演及び発表については、同時あるいは録画配信を考えております。決まり
次第ＨＰ等でお知らせいたします。
※参加ご希望の方は現代龍馬学会事務局までお申込みください。状況
により定員数の増減、また発表形式や時間・内容を変更する場合がござ
いますので、ご了承ください。
お申込み・お問い合わせは下記事務局まで。

高知県立坂本龍馬記念館・現代龍馬学会
〒 781-0262 高知市浦戸城山 830

TEL（088）841- 0001　FAX（088）841- 0015
mail:gendai-ryoma@kochi-bunkazaidan.or.jp

「さな子と小田切謙明夫妻」
石川　明美（山梨龍馬会甲斐援隊 会長）

“ 話してみるかよ ”

こ
ぼ
れ
話
ー
　
犬
歩
棒
当
記
（
四
十
五
）
ー

話
の
長
い
人

宮
川

禎
一

話
の
長
い
人
は
た
い
が
い
嫌
わ
れ
る
。

若
い
人
か
ら
は
「
あ
の
人
は
自
慢
話
ば
か

り
で
、
話
は
長
い
の
に
中
身
が
な
い
ん
だ

よ
な
」
な
ど
と
思
わ
れ
る
の
が
オ
チ
だ
。

そ
う
な
ら
な
い
よ
う
に
簡
潔
に
し
ゃべって

い
る
つ
も
り
だ
が
、
ついつい
昔
話
を
繰
り

返
し
て
し
ま
う
年
頃
だ
。
気
を
付
け
よ

う
。坂

本
龍
馬
も
ま
た
「
話
の
長
い
人
」

だ
っ
た
か
ら
年
齢
の
問
題
で
も
な
い
。
乙

女
姉
さ
ん
へ
宛
て
た
手
紙
に
長
さ
５ｍ

を
超
え
る
も
の
が
あ
る
の
で
、普
段
か
ら

よ
く
し
ゃ
べっ
て
い
た
だ
ろ
う
。

龍
馬
の
長
話
で
有
名
な
の
は
慶
応
三

年
十一月
初
め
に
越
前
福
井
の
宿
屋
（
莨

屋
）
で
三
岡
八
郎
（
由
利
公
正
）
と
新

国
家
の
財
政
問
題
を
話
し
合
っ
た
時
だ
。

朝
の
八
時
頃
か
ら
深
夜
十
二
時
頃
ま
で

話
し
込
ん
だ
の
だ
。
連
続
十
六
時
間
で

あ
る
。
三
岡
も
負
け
じ
と
し
ゃ
べっ
た
は

ず
だ
。
無
駄
な
話
で
は
な
い
。
日
本
国
の

財
政
方
針
を
決
め
た
極
め
て
重
大
な
お

し
ゃべ
り
だ
っ
た
の
だ
。
お
互
い
に
話
す
内

容
が
た
く
さ
ん
あ
り
、
様
々
な
ア
イ
デ
ア

が
飛
び
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
金
銀
貨
幣

に
代
わ
る
紙
幣
（
太
政
官
札
）
の
発
行

な
ど
、日
本
の
近
代
化
に
貢
献
し
た
大
事

な
長
話
で
あ
る
。

最
近
、
鳥
獣
戯
画
の
こ
と
を
調
べ
て
い

た
ら
『
沙
石
集
』
と
い
う
鎌
倉
時
代
後

期
の
書
物
に
、高
山
寺
の
明
恵
上
人
の
長

話
の
話
が
載
って
い
た
。

寺
を
訪
ね
て
き
た
僧
侶
に
明
恵
は

「
解
脱
の
道
に
入
る
ひ
と
の
あ
る
べ
き

京都市右京区にある栂尾山高山寺の石水院の山門

龍馬の許
いいなづけ

婚
千葉佐那(1)

坂本龍馬の許婚だった千葉佐那のお墓は、山梨県甲府市にあります。
そのため甲府では、墓石に刻まれた「千葉さな子」と同様に書いたり
呼んだりします。さな子の墓を建てたのは、自由民権家 ･ 小田切謙

けん

明
めい

の妻豊
とよ

次
じ

で、「清運寺」（同市朝日町）の小田切家墓地の中にあります。
小田切謙明は弘化 3（1846）年甲府市に生まれ、父と共に自由民権運

動に身を投じました。山梨県会議員となった明治 14（1881）年に板垣
退助を党首とする自由党が誕生すると、県内のトップを切って党員と
なります。板垣とは甲府来甲以来の知己で、その後第一回、第二回総
選挙に打って出ますが、中央政界進出は果たせませんでした。

しかし一方で、謙明は私財を投じて甲府市内に鉱泉二ヶ所を発見し、
温泉と町作りに邁進します。鉄道中央線敷設運動も推進した謙明の徳
を慕って、町内の人たちは存命中から生き神様「海舟大権現」として
崇めました。

明治 24（1891）年、中風を病んだ謙
明は、板垣の紹介で豊次とともに治療
のために東京千住の「千葉灸治院」を訪
ね、さな子と出会います。謙明は明治
26（1893）年 4 月に 47 歳で亡くなりま
すが、豊次はその後もさな子と交流を続
けます。

さな子は明治 29（1896）年 10 月 58 歳
で亡くなった後、末妹はまの夫、熊木庄
之助によって谷中霊園に埋葬されます
が、豊次は分骨をして小田切家の墓地に
お墓を建てました。自然墓石には「千葉
さな子墓」裏には「坂本龍馬室」と刻ま
れています。また、謙明夫妻墓の碑文は
板垣によるものです。

千葉さな子の墓
＝甲府市「清運寺」内




